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卵巣奇形腫を伴う抗 NMDA 受容体抗体脳炎における卵巣奇形腫の 

手術時期および術式と脳炎の短期的転帰との関連をみる調査 

 

若年女性にみられることの多い抗 N-methyl-D-aspartate(NMDA)受容体(R)抗体脳炎は、NMDA

受容体に自己抗体ができることによる急性型の脳炎で、卵巣奇形腫との関連が指摘されています。

本疾患は、感冒様症状の後、精神症状で初発し、意識障害、痙攣、不随意運動や自立神経症状を

呈し、呼吸ができなくなり、人工呼吸器による管理を受けることも多く、治療が効きづらく、病状が長期

におよび、死に至ることもある疾患です。卵巣奇形腫を合併する場合には、発症早期に卵巣奇形腫

に対する手術を行うことで回復が早く見込めるのではないかと言われています。そこで、脳炎発症か

ら卵巣奇形腫の手術に至った時期や手術の方法によって、短期的に脳炎の症状改善に差がみられ

たかどうかを後ろ向きに調査し検討することで、卵巣奇形腫に対する手術方法の治療方針を作成し

ていくことを目的としています。 

本研究は国が定めた「臨床研究に関する倫理指針」を遵守し、当院での臨床研究倫理委員会

（臨床研究の実施または継続に、倫理的観点及び科学的観点から、及び審議する委員会）において

その科学性・倫理性について厳重に審査され、病院長の承認を受けて実施されます。 


